
Maxonクラスルームライセンスの違い
クラスルームライセンス クラスルームMachineLicensed クラスルームライセンスRLM

対象ユーザー
指名ユーザーのみ

使用する組織

ユーザーが特定されない環境

で使用する組織

使用コンピュータがオンライン認証できない

環境

最低導入本数 5ライセンス 5ライセンス 5ライセンス

ライセンス管理 管理者のMyMaxonアカウント 管理者のMyMaxonアカウント RLMサーバー

他の MyMaxonへの

ライセンス割当
× ○ ×

グループへのライセンスの割当 × ○ ×

要申請
（申請後はチームライセンスFloatingでの利用が可能）

×
チームアカウントへの変更

（チームダッシュボードの利用）

× × ○

Commanline レンダーライセンス なし なし なし

オンラインライセンス認証 最低２週間に１回 最低２週間に１回

なし

（Redshiftのみクライアントの初回起動時の

チェックあり）

サポート （日本語） 標準サポート
※サポートは、Maxonのサポートチケットを作成して行われます。

標準サポート 標準サポート

チームトレーニング （英語）

オンライントレーニングで、現在英語圏のみの提

供となっております。

なし なし なし

対象製品 Maxon One Maxon One Maxon One

※サポートは、Maxonのサポートチケットを作成して行われます。 ※サポートは、Maxonのサポートチケットを作成して行われます。

RLM によるライセンス管理

要申請

（申請後はチームライセンスでの利用が可能）

※ チームダッシュボードの概要はこちらからご確認いただけます。

※ 「クラスルームライセンス」「クラスルームMachineLicensed」をチームアカウントに変更しないで使用する場合は、管理者のMyMaxonアカウントで全てのライセンスの起動を管理します。

※ Maxon Oneサブスクリプションには、Cinema 4D、RedShift、Red Giant、ZBrushがバンドルされています。

※ Maxon OneサブスクリプションにバンドルされているCinema 4D、RedShift、Red Giant、ZBrushはマシンを分けて起動はできません。Maxon Oneは1台のマシンで使用します。

https://support.maxon.net/hc/ja-jp/articles/9908514679324-%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%80%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81


各ライセンスの概要

Maxon Oneクラスルームライセンス

教育機関が導入可能な教育目的向けライセンス。商用には使用できません。
MyMaxonアカウントをチームアカウントに変更して「チームライセンス」で運用が可能です。

「チームライセンス」には導入組織の管理者がライセンスを管理できるチームダッシュボードが提供されますので、
ライセンス管理者はMaxon Oneを使用する生徒さんをアカウントに招待してライセンスを割り当てることができます。
Maxon Oneを使用する生徒が決まっている場合、少人数のクラスなどに適しています。

※「チームライセンス」でのご利用には注文時にチームアカウントへの変更申請が必要です。

学生・教員ライセンス Maxonが定める教育機関に所属する学生および教員が購入可能なライセンス。このライセンスは、学生の自習や資料作
成、教員の教材作成のみに使用可能で、学校の授業や商用には使用できません。

Maxon Oneクラスルームライセンス
Machine Licensed

教育機関が導入可能な教育目的向けライセンス。商用には使用できません。
MyMaxonアカウントをチームアカウントに変更して「チームライセンスFloating」での運用が可能です。

「チームライセンスFloating」には導入組織の管理者がライセンスを管理できるチームダッシュボードが提供されます
ので、ライセンス管理者はMaxon Oneを使用する生徒をアカウントに招待してライセンスを割り当てることができま
す。さらに、独自グループを作成して、フローティングライセンスとしての割り当てが可能です。
Maxon Oneを使用する生徒さんが流動的な場合、人数の多いクラスなどに適しています。

※「チームライセンスFloating」でのご利用には注文時にチームアカウントへの変更申請が必要です。

Maxon Oneクラスルームライセンス
RLM

教育機関が導入可能な教育目的向けライセンス。商用には使用できません。
ライセンス管理はMaxon製品の「チームライセンス Named User RLM」と同じです。

インターネットへ接続ができない環境で使用可能な教育機関向けのライセンスです。
既存のRLM サーバー設定を利用でき、生徒に簡単にライセンスを割り当てることができます。
RLM Named User ライセンスはOSログインユーザー名に基づいており、ライセンスごとに1 人のユーザーが指名されます。
これらはRLM管理者がRLM サーバー管理ツール内で定義するか先着順で割り当てられます。
管理者はいつでもユーザーを削除でき、48 時間後に再追加することができます。
※ 従来のフローティングライセンスとは異なりますのでご注意ください。



Maxon Oneクラスルームライセンス ご購入に関する規定

【購入対象】

・公的に認可されている学校法人。大学、短期大学、大学院、高等学校、専門学校など。

※研究室での購入は出来ません。

・Maxon製品の使用方法を教える講座を持つスクールなど。

※詳しくはMaxonまでお問合せください。

【購入対象外】

・セミナーなど製品の販促を目的とした使用。

・教職員や生徒個人の使用

※学生、教員向けライセンスは別途ご用意がございます。

※学生、教員向けライセンスは直販サイト(KIVUTO)のみの取り扱いとなります。

・非常勤講師の勤務先（学校法人以外の一般企業）

・商用を目的とした使用。

【ライセンスの制限】

・教育機関ライセンスは1年間のサブスクリプションで提供いたします。

・ソフトウエアの機能による制限はありません。

【申し込みの際の注意事項】

・お申込書には、学校名、学部/学科名、ご担当者様名、ご住所、電話番号、MyMaxonアカウントに

ご登録いただいたメールアドレスを記載が必要です。

※メールアドレスは、必ず学校のドメインであることが条件です。

・新規でご導入の際は学校印を必ずご捺印ください。（更新の場合は不要）

・「Maxon Oneクラスルームライセンス」「Maxon Oneクラスルームライセンス Machine Licensed」は

MyMaxonアカウントをチームアカウントに変更して運用が可能です。
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